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助を受け,ヨ ーロッパ各地の博物館 ・美術館に保管されているアイヌ関係コレクショ

ンの調査研究を行 っている。この調査研究に至った第0の 重要な出発点は,日 本文化

研究や,日 本学(ヤ ーパノロギー)と いう学問研究は日本文化を対象とする総合的な

学問であるという考えであった。つまり,そ の学問の対象は,文 字で伝え られている

日本文化,主 に,文 学以外に,そ の他の口承伝統及び物質文化(そ の中には美術も含

まれる)も 含まれており,そ のように考えると,ヨ ーロッパ各地の図書館並びに文書

館に保管されている資料以外 に,博 物館や美術館に所蔵されているもの も重要な研究

対象 となる。日本文化研究 に物質文化からの視点を当てる事が0つ の大きな起因であ

った。

 第 二 の起 因 は ヨー ロ ッパ に お け る 日本 研 究 の歴 史 で あ る。 特 に19世 紀 か ら20世 紀 初

頭 に,ヨ ー ロ ッパ で 日本 研 究 の基 礎 を 築 い た先 学 者 た ち は,単 な る狭 い 範 囲 の文 献 学

だ け で は な く,民 族 学 ・文 化 人 類 学 的 研究 も行 って お り,日 本 に滞 在 す る間 に,そ の

よ う な学 問 的 見地 か ら幅広 い収 集 活 動 を行 った。 その 最 も良 い例 と して,大 シー ボル

トを挙 げ る こ とが で きる。Philipp Franz von Siebold(1796-1866)は オ ラ ンダ商 館

付 医 師 と して1823年(文 政6年)長 崎 の 出 島 に赴 任 し,6年 半 の滞 在 期 間 中 に 「日本

文 化 に関 す る総 合 的 な博 物 館 」 を 設 立 しよ う とい う構 想 を持 ち,約1万 点 近 くに のぼ

る膨 大 な コ レ ク シ ョ ンを オ ラ ンダ本 国 に 持 ち帰 った。 これ らの コ レク シ ョ ンは1837

年 オ ラ ンダ 政府 に引 き渡 さ れた 。 これ らを基 に して 設立 さ れた ライデ ン国 立民 族 学 博

物 館Rijksmuseum voor Volkenkundeは 世 界 で初 め て の民 族 学 博物 館 と な った 。

従 って,こ の意 味 で も,大 シ ーボ ル トは民 族 学 博 物館 の祖 と も言 う こ とが で きる。従

来 の文 学 研 究 だ け か らで は,そ の重 大 な意 義 は明 らか に な らな い 。

 第 三 の 動 因 は,ヨ ー ロ ッパ にお け る 日本 及 び 日本 人 に対 して の イ メ ー ジ は,日 本 の

文 学 とか 日本 の 今 日的 な 経 済 的地 位 か らも影 響 を受 けて い るが,そ れ よ りも博 物 館,

つ ま り博 物 館 に展 示 され て い る物 か ら強 く影 響 され 形 成 され て い ると い う点 で あ る。

 この ヨー ロ ッパ にお け るア イ ヌ ・コ レ ク シ ョンの調 査 研 究 の 前段 階 と して,昭 和55

(1980)年 末 ボ ン大 学 で 中 部 ヨー ロ ッパ 各地 の博 物 館 ・美 術 館 の責 任 者 を一 同 に集 め,

国際 シ ンポ ジ ウ ム を開 催 し,紀 要Bonner Zeitschrift f� Japanologie第3巻 と して,

``Japan -Sammlungen in Museen Mitteleuropas"(『 中 部 ヨー ロ ッパ の博 物 館 に お

け る 日本 関 係 コ レク シ ョン』)(1981)を 発 表 した 。 この席 上,白 熱 した 議 論 が 闘 わ さ

れ た 。 そ の 議論 の 重 要 な点 を ピ ック ・ア ップ して み る と,一 つ に,中 部 ヨー ロ ッパ の

博 物 館 にお け る 日本 コ レク シ ョンの歴 史 的 な 実 情 で あ る。 大 規 模 な 国 立 及 び市 立博 物

館 で は,主 に 明 治 か ら第 一 次 大 戦 ま で の間 に膨 大 な 数 に 昇 る 日本 関 係 コ レ ク シ ョ ンを
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購入もしくは寄贈されている。 しかし当時日本に関する専門家はほとんどおらず,こ

れら貴重な資料が満足な説明もされることなく未整理のまま放置された。また,私 設

あるいは小規模な博物館では,個 人的な寄贈を通 じて集められたものが多く,個 人的

な教養旅行で日本訪問の際に手に入れられたこれらのコレクションも,当 時学芸員の

不足もしくは不在の為 に,い まだに学問的に調査研究がなされていない。因に,骨 董

屋を通じて日本から流れ込んだものは莫大な数に昇 ったが,い まだに調査研究はなさ

れていないのが実情である。さらにこれ らのコレクションにとって災難だったのは戦

争による被害であった。 ドイッやオース トリァの博物館では,戦 争中資料を分散して

各所に疎開させた。従って,場 合によっては資料が紛失 してしまったり,又 物自体が

なくなってしまったことが多 々生 じた。これ らの整理が手掛けられるようになったの

は昭和40年代になってからのことである。この戦争による被害の0例 を挙げると,次

の通りである。

  ・ベル リン東洋美術館(Museum f� Ostasiatische Kunst, Berlin)95%喪 失

  ・ヒルデスハイムHildesheim市 立 レーマ博物館のアイヌ関係資料の喪失

  ・ワルシャワでB.ピ ウスツキ氏のアイヌ関係資料が昭和14年9月1日 に空襲に

   よって焼失。

 以上のような歴史的な実情の他に現在の問題点として次のことが指摘できる。それ

・は,現 在博物館として使用されている建物の多 くは,歴 史的建築物であり,そ の多 く

が国か ら文化財の指定を受けており,従 って博物館としての機能を十分果たすことが

できない。一例を挙げると,オ ース トリァ国立民族学博物館は王宮殿の一部である。

さらに近年新しく開館された博物館,例 えば,西 ベル リン・ダーレム国立民族学博物

館(1970年 開館)や ケルン市立東洋美術館(1976年 開館)を みても,コ レクションの

約2割 だけが常時展示されており,残 り8割 は倉庫に眠っている。ヨーロッパでは常

時一般に展示している一般展示よりも,特 別展示会が頻繁に催される。特別展示の為

に出品したものは詳しく調査されるが,そ の他のものは未整理のまま埋 もれて しまっ

ている。博物館の学芸員は特別展示会等の準備に追われ,こ れ らのコレクションの調

査研究にまで手が回らないのが実情である。

 以上のことは中部 ヨーロッパの博物館の実情であるが,こ のことは同時にヨーロッ

パ全体についても同じことが言える。 この国際シンポジウムを通じて多様な意見が出

され,多 くの問題点が指摘され検討された。その結果,次 のような意見の0致 をみた。

ヨーロッパの博物館に現在どのような日本関係コレクションがあるのかを総合的に把

握することが出来ない。従 って,ヨ ーロッパ各地に保管されている日本関係コレクシ
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ヨンの総合的な調査研究が望まれる。しか し,こ れは余りにも膨大な計画で,こ のよ

うな調査研究を行 うのは,時 間,予 算,人 材の面から考えて,そ の実現は難 しいと言

わざるをえない。

 そこで,試 案として全体の一部分について調査研究を限った らどうかという要望が

出された。この場合問題となるのは 「一部」の定義である。①品物別にするか,そ れ

とも,② 地理的 ・文化的(時 代別)に 分けるのか。調査に膨大な費用と多勢の専門家

を必要とするような分類の仕方は避けなければならない。そこで注目されたあは,ア

イヌ関係コレクションである。アイヌ関係のものは目録 ・記録上で他のものと明確に

区別される。また,ヨ ーロッパにおけるアイヌ研究を取り挙げてみると,ヨ ーロッパ

の民族学ないし文化人類学の歴史の中でも,大 変重要な意味を持っていることがわか

る。この学問的歴史のためにも興味深い結果が得 られる。さらに,ヨ ーロッパに保管

されているアイヌ関係コレクションは日本にあるコレクションより,時 代的に古いも

のがあるのではないかを考え られる。従って,日 本におけるアイヌ研究にとっても興

味深い,貴 重な資料を見つけ出すことができるのではないか。例えば,日 本のアイヌ

関係コレクションを見てみると,明 治6年 にウィーンで開催されたウィーン万国博覧

会では,当 時の明治政府がその参加に力を入れたのである(写 真4)。 その時出展さ

れたアイヌ関係のものの一部は,ベ ル リン国立民族学博物館,函 館の市立博物館,上

野の東京国立博物館に保管されている。それ以外の日本におけるアイヌ ・コレクショ

ンは,だ いたい昭和10年代から始まっており,そ の数はヨーロッパのそれより多 く,

3万 点くらいである。多数のコレクションを所蔵 しているところは,次 の通りである。

     北海道開拓記念館(札 幌)         約3,600点

     白老アイヌ民族博物館            3,500点

     国立民族学博物館(大 阪)          3,500点

     市立旭川郷土博物館             2,200点

     市立函館博物館          1,850点

     二風谷民族資料館              1,000点

 日本におけるアイヌ関係 コレクションは昭和40年 代に開館された博物館に多 く保管

されているが,個 々のコレクションに関する詳 しい資料,つ まり,収 集された年代,

収集場所,収 集者,製 作者名等が欠けている。

 これに比し,ヨ ーロッパにあるアイヌ関係 コレクションは,数 こそ日本のそれと比

べて多くはないが,合 計すると1万 点を越え,無 視できない数である。それにオラン

ダ・ラィデ ン国立民族学博物館のもつCock Bloemhoffオ ランダ商館長や大 シーボル
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トの 文 政 年 間 と幕 末 の 二 回 に わ た るコ レク シ ョ ンは時代 的 に 日本 の そ れ よ り古 い。 ま

た,レ ニ ング ラー ドにあ る二 つ の博 物 館 の ア イ ヌ関係 コ レク シ ョ ンは,① 人 類 学 民 族

学 博 物 館Peter the Great Museum of Anthropology and Ethnology所 蔵 の2,197

点,② ソ ヴ ィエ ト連 邦 諸 民 族 文 化博 物 館State Museum of Ethnography of the

Peoples of USSR所 蔵 の2,569点,合 計4,766点 で,時 代 的 に も17世 紀 か らの も のが

集 め られ て い る。 そ の他 ヨー ロ ッパ 各 地 の 博物 館 に は合 計6,000点 以 上 もの ア イ ヌ関

係 コ レク シ ョンが 保 管 され て い る。 そ の 大部 分 は第0次 大 戦 前,す な わ ち明 治 時代 に

集 め られ た もの ば か りで あ る。

 ヨー ロ ッパ の ア イ ヌ研 究 は,ヨ ー ロ ッパ に お け る民 族学 ・文 化 人 類 学 の 伝 統 の も と

に,そ の理 論 的基 礎 に基 いて 体 系 的 に収 集 され た もの が 多 く,し か も,そ の 「物 」 に

つ い て詳 し く調 査 が な され,資 料 と して 残 され て い る。 その例 と して,次 の もの を 挙

げ て お きた い。

 ○ イタ リア ・フ ィ レ ンツ ェ大 学 フ ォス コ ・マ ライ ニ(Fosco Maraini)名 誉 教 授 が

  昭和10年 代 に北 海 道 各 地 を 回 り調 査収 集 した もの 約468点 。(こ れ に つ いて は,

  ``Gli iku-bashui degli Ainu,"Tokio,1942を 参 照 の こと。)

 ○ ウ ィー ン国立 民 族 学 博 物 館 所蔵 コ レク シ ョ ンの 中 に,ウ ィー ン大 学 名 誉 教 授A.

  ス ラ ヴ ィク(Alexander Slawik)が 昭和32年 に収 集 した もの が あ る。 僅 か7点 し

  か な いが,非 常 に詳 しい調 査 資 料 が添 付 され て い る。

 ○ ハ ンガ リー の ブ ダ ペ ス ト国立 民 族学 博 物 館 及 び 西 ドイ ツの ハ ンブ ル ク市 立 民 族 学

  博 物 館 の所 蔵 す る それ ぞ れ の コ レク シ ョ ンの 中 に,B.バ ロ ヒュ ・フ ォ ン ・バ ラ

  トシ ュ(Benedikt Balogh von Bar疸hos)が 大 正2年 か ら3年 に か けて 樺太 と北

  海道 にお いて 収 集 した もの は,ア イ ヌ文 化 全 般 にわ た って体 系 的 に集 め られ て い

  る。 ハ ンブ ル クに508点,ブ ダペ ス トに313点 あ る。

 ○ デ ンマ ー クの オ ー フ ース市 モ ェスガ ー ト先 史 学 博 物 館 は キ ル ス テ ン ・レ フ シ ン ク

  女 史(Kirsten Refsing)が1969年 に収 集 した126点 の コ レク シ ョ ンを所 蔵 し,詳

  しい説 明 が付 さ れて い る。

 これ らいず れ の コ レク シ ョ ンも,ア イ ヌ民族 ・文 化 研 究 の 上 で貴 重 な資 料 とな って

い る。 そ の 反対 に,日 本 の,例 え ば駒 場 日本 民 芸 館 に収 め られて い る アイ ヌ ・コ レク

シ ョ ンは工 芸 美術 専 門 家 あ る い は個 人 コ レ クタ ー に よ って集 め られた 芸 術 性 の 高 い も

の だ け が取 り挙 げ られて お り,そ うい う意 味 で は素 晴 らしい コ レク シ ョ ンだ が,総 合

的 な もの で はな い。

 も う一 つ特徴 的 な こ とは,樺 太 アイ ヌ関 係 の資 料 が ヨー ロ ッパ の コ レク シ ョ ンに多

                                     421
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い ことで あ る。樺 太 は 日露 戦 争 ま で帝 政 ロ シア の支 配 の も と にあ った こ とか ら,樺 太

ア イ ヌ の もの が 比較 的多 く ヨー ロ ッパ に流 れ て きて い る。 これ は 日本 にあ る,主 に北

海 道 ア イ ヌ関係 コ レク シ ョ ンを補 うこ とが で き る と言 って よい。

皿 調査研究の経過

1.情 報 収 集

 まず,ヨ ーロッパ各国にある100ケ 所以上の博物館または美術館に文書で連絡をと

り,博 物館にアイヌ関係資料の有無の確認をし,保 管されている場合にはその数等に

ついて,ま た,無 い場合には,保 管されている可能性のある博物館についての情報を

収集した。その結果,ソ 連をのぞいて現在およそ47ヶ所のヨーロッパの博物館にアイ

ヌ関係のものが保管されていると判明した。

2. 実 地 調 査

 得 られた 情 報 に基 づ き,各 博 物 館 に 実地 調 査 に赴 い た。 調 査 の 際,目 録 あ るい はカ

ー ドが あ る場 合
,そ れ を複 写 し,さ らに他 の文 献 資 料,例 え ば 寄贈 リス ト,書 簡,収

集 家 の 日記,中 で もカ タ ロ グ は貴重 で あ るの で,そ れ らの もの を収 集 した。 次 に,こ

れ ら コ レク シ ョ ンの もの を一 点 ず つ実 際 に手 に取 り判 定 を行 う。 この判 定作 業 は,後

述 す るよ うに,困 難 が生 じ,中 には判 定 しに くい もの が多 い。 この判 定 によ って数 の

再 調整 を行 う。 ま た,こ れ らの コ レク シ ョンの一 つ一 つ につ い て ス ケ ッチ を行 い,製

図作 成 のた め に測 定 し,カ ラ ー及 び 白黒 の写 真 撮 影 を した 。

 3. 収 集 者 に つ い て の 資 料 収 集

 ア イ ヌ関 係 コ レク シ ョ ンを ヨー ロ ッパ に持 ち帰 った 収 集 者 に関 して,そ の 詳 しい資

料 を調 査 し,集 め た。 これ によ って コ レク シ ョ ンの 更 に詳 しい資 料 が 得 られた 。

 4.資 料 整 理

 以 上 の 調 査 に よ って 得 られ た資 料 を基 に,個 々の コ レク シ ョ ンにつ い て カ ー ドを作

成 し,ヨ ー ロ ッパ に お け る アイ ヌ関係 コ レ ク シ ョ ンの 総 合 カ タ ログ を作 成 出版 す る。

現 在 この 作 業 が 進行 中 で あ る。

 以 上 の 各 調査 ・研 究 段 階 で も っと も問題 に な るの は,資 料 の判 定 で あ る。
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皿 ヨー ロ ッパ にお け る ア イ ヌ ・コ レ クシ ョン,

   ア イ ヌ研 究 の歴 史

 ヨーロッパ各地の博物館を実地調査 して,こ れまで彪大な資料を手 に入れることが

できた。これ らの資料をまだ完全には整理 し終ってはいないが,す でにいくつかの大

変興味深い点を指摘できる。

 1. ヨー ロ ッパ におけ るアイ ヌ関係 コ レクシ ョンの分 布 とその特 徴

     (表1及 び地図1を 参照)

 アイヌ関係資料を保管 しているヨーロッパ各国の博物館の数 と,そ のコレクション

の点数を比較 してみると,次 のようなことがわかる。

 トップの座にあるのは ドィッ連邦共和国(西 ドイッ)で,18ケ 所(も とは22ケ 所)

表1 ヨー ロ ッパ の ア イ ヌ ・コ レク シ ョン(国 別)

目録上標本数P 現存ないし確認P

1.ド イ ツ連 邦 共 和 国(西 ドイ ツ)

2.イ ギ リ ス

3.イ タ リ ア

4.ス ウ ェー デ ン

5.オ ー ス ト リア

6.デ ンマ ー ク

7.ス イ ス

8.フ ラ ン ス

9.オ ラ ン ダ

10.ハ ンガ リー

11.ド イ ツ民 主 主 義共 和 国(東 ドイ ツ)

12.バ チ カ ン市 国

13.ノ ル ウ ェー

14.ル ー マニ ァ

15.ポ ー ラ ン ド

16.チ ェ コス ロバ キ ァ

17.現 ポー ラ ン ド統 治 下東 部 ドイ ツ地 方

2,678 (1 1 .'.)

 860 (14.3 ｰo)

 498 ( 5.3ｰ0)

 426 (「7.0 ー o)

 240

 240

 216

 182十 α2)

 170

 327

 93十 α3)

 29

 36

  6

  1

  1

  3

2,211 (44.5%)

 615 (12.4%)

 498 (10.0%)

 426 (8.6ｰ0)

 208

 238

 183

 142十 α2)

 160

 169

 61十 α3)

 26

 32

  0

  1

  1

  0

計 6,006 4,971

注1)各 博 物 館 の 目録 の 中 で,『 ア イ ヌ』 と して 記 録 され た番 号 の合 計 で,                         ●   ●

   標本資料の実際の数はそれ と若干 ちがう。

 2)ベ サ ンソー(Besan輟n)博 物館は未確認

 3) ライプチヒ(Leipzig)博 物館は未確認

   (表6も 参照する)
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地図1

              V

ヨー ロ ッパ の ア イヌ ・コ レク シ ョ ン

の博 物 館 に計2,678点(現 在 は2,211点)の コ レク シ ョンを所 有 して い る。 これ に ドイ

ツ民 主 主 義 共 和 国(東 ドイ ツ)や 現 在 ポ ー ラ ン ド統 治下 に あ る も と ドイ ツの地 を加 え

る と,25ケ 所 の博 物 館,2,774点 とな る。 これ は ヨ ー ロ ッパ 全 体 の ア イ ヌ ・コ レク シ ョ

ンの 約 半 分(44。58な い し44.47%)に あた る数 で あ る。 また,ド イ ツ語 圏(両 ドイ ツ,

オ ー ス トリア,ス イ ス)は ヨー ロ ッパ の学 史 上 で は一 つ のユ ニ ッ トを な して お り,こ

の ドィ ッ語圏 を総 計 す る と,ヨ ー ロ ッパ全 体 の53%に あた る,30ケ 所,3,230点(現
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地 図2 ドイ ツ語 圏 の ア イ ヌ ・コ レ ク シ ョ ン

存 は2,663点)に もの ぼ る。 これ に比 べ て,イ ギ リス で は この1/4弱 に 当 る8ケ 所,

860点(現 存 は615点)し か な い。 他 の 国 で は一 段 と少 な く,イ タ リア(バ チ カ ンを 含

む)527点,北 欧 圏(デ ンマ ー ク,ス ウ ェ ーデ ン,ノ ル ゥ ェー)は 表1の 通 りで702点,

ま た,フ ラ ンスで は僅 か2ケ 所 に182点(+α)だ け が保 管 され て い る に過 ぎな い。

 こ う して み る と,ド イ ッ語 圏 の 国 々で は,ア イ ヌ民 族 ・文 化 に対 して 多 くの 関 心 が

持 た れ て い た こ とが分 か る。 ドイ ツで は,ノ イ ミュ ンス タ ー,ク レー フ ェル トな どの

小 さな 田 舎 町 の博 物 館 に さえ何 点 か のア イ ヌ資 料 が保 管 さ れて い る。 世界 の他 の 民 族

に関 す る もの は,ア メ リカ ・イ ンデ ィア ンを の ぞ い て,そ れ ほ ど多 くは な いの に,ア
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イヌ関係に限 り非常に多い点が注目される(地 図2を 参照)。

 ここでアイヌ民族文化に関 して出版された文献を見てみると,1850年 から1980年ま

での間に出版された外国語によるアイヌ関係文献の相対数は,次 の通りである。

① 英語による文献

② 独語による文献

③ 露語による文献

④ 仏語による文献

⑤ ポーランド語による文献

⑥ イタリア語による文献

⑦ スカンジナビァ諸語による文献

312

228

108

104

23

11

 9

 [こ の 統 計 は 主 にNorbert ADAMI著:Verzeichnis der europdiischsPrachigen Literatur劾 〃 伽 漉 膿,

Wiesbaden 1981に よ る](表2を 参 照 の こ と)

 これを内容別にみると,雑 誌や新聞等の一般向きに書かれたものは,① 独語②英語

の順で,一 般的な関心が ドイツ語圏では高いことがわかる(表3を 参照)。

 次に時代別に分類すると,第 二次大戦後,英 語によるものが急増 し(ア メリカでの

出版物を含む),独 語によるものが非常に少なくなっている。

 ここで,独 語による学術書 と一般向出版物を時代的にみてみると,一 般的なものは

表2 外国語で書かれたアイヌ関係文献(1850～1980年)
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          表3 英語な らびに ドイツ語 によるアイヌ関係文献

               (学術論文 と一般 的読物別)

学術書よりも多少年代がおくれて出ているが,

・明治20・30年 代

・昭和5～15年

・昭和30年 代

第1の ピー ク

第2の ピー ク

第3の ピー ク

が 認 め られ る。 昭 和10年 代 に一 般 向 出 版 物 が 学術 書 よ り多 くな って きて い る。 こう し

て 見 る と,ア イ ヌ関係 の文 献 の 歴 史 は,コ レク シ ョン収 集 の歴 史 と重 な って い る。 両

者 は互 い に影 響 し合 って お り,切 り離 して 考 え る こ とはで きな い。

2. アイヌ関係資料の収集の歴史

 (1)初 期 収 集 時代

 a.大 シー ボル ト(PhilipP Franz von Siebold,1796-1866)は 文 政6・-11年(1824

-1829)に か け て,オ ラ ンダ 商 館 付 医 師 と して 長 崎 出 島 に滞 在 した。 彼 が 日本 文 化 に

関 す る総 合 的 な 博 物館 創立 の た め,体 系 的 に収 集 活 動 を始 めた の は1826年 で あ った。

彼 の意 図 した もの は単 に物 だ けの収 集 で は な く,そ の物 の周 辺 文 化 を掘 り出 そ う と し

た 。 そ の物 を作 るた め の材 料,道 具 を も集 め,使 用 方 法 を説 明す る為 に,日 本 の絵 師
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写真1 オラ ンタ㌦ ライデ ン国立民族学博物

    館,大 シーボル ト・コレクシ ョン:

    千 島アイヌのテンキ(1-4155);お そ

    らく最上徳 内の千島調査(天 明4年)

    のもの。千 島のテ ンキはその他 にパ

    リとベル リンに も保管 されている。

写真2 同左:日 本の焼 き物を真似 た北海道

    アイヌの木の壷(1-4127)

に図 を 描 かせ て い る。1830年 オ ラ ンダ に帰 国 し,彼 の著 作Ni iPon:Archiv zur Be-

schreibung JaPans Wt集 のた めの 資 料 と した。 シ ーボ ル トが集 めた 物 の 中で,ア イ ヌ関

係 の 資料 は さ ほ ど多 くな く,81点87品 目で,し か も,物 だ けで あ り,入 手経 路 も明 ら

か で な い。 しか し,こ れ らは シー ボ ル トの 「友 人 」 で あ る最 上徳 内 か ら手 に入 れ た と

考 え て さ しつ か え な い と思 わ れ る。 そ う考 え る と,最 上 徳 内が寛 政10年(1798年)に

蝦 夷 調査 の 際 に手 に入 れ た と考 え られ る もの,そ れ に,天 明4年(1784年)千 島 調 査

で 入 手 した と考 え られ る千 島 ア イ ヌの 資料 が そ れ で あ る。 そ うす る と これ らの資 料

は,年 代 的 に ソ連 を別 に して ヨー ロ ッパ で 一 番 古 く,非 常 に貴 重 な資 料 と言 え る(写

真1-3)。

 また,シ ーボ ル トはア イ ヌ語 に関 す る江 戸 時代 に 出版 され た辞 典 類 を持 ち帰 り,多

くは シ ーボ ル ト自身 の蔵 書 に し,複 本 の あ る もの は ヨー ロ ッパ の各 国 ・王 立 図 書 館 に

寄 贈 した り して い る。1837年 ウ ィー ン訪 問 の 際,オ ー ス トリア 皇 帝 ハ プ ス ブル グ 家 に

寄贈 し7cr蝦 夷 方言 藻 塩 草』 一 冊 は,西 ヨ ー ロ ッパ に お け るア イ ヌ語研 究 の 出 発 点 と

な った 。 な お,シ ーボ ル トの ア イ ヌ ・コ レク シ ョ ンは ライデ ンの81点 以 外 にベ ル リン

国立 民族 学博 物 館(1896年 遺 産 の 中 か ら26点 入手,そ の うち24点 現 存),ミ ュ ンヘ ン
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写 真3 Philipp Fr・ von Siebold:NipPon(1837)第7巻,第19図:「 ア イ ヌの物 質 文 化 」。 そ

    の う ち11点 が ラ イデ ン博 物 館 に現 存す る。20番 は写 真1の テ ンキ,18番 は写 真2の 木

    の壼 。 そ の他 は4,9,15,16,18,21番 も確 認 で きた。
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国立 民族 学 博 物 館(1872年,4点)及 びマ ンハ イ ム市 立 ラ イ ッス博 物 館(年 代不 明,

2点?)に も残 って い る。

 b・ プ ロム ホ フ(J.cock Bloemhoff)

 プ ロム ホ フ は19世 紀 初 頭(1817～1822)長 崎 ・出 島 の オ ラ ンダ 商 長館 を勤 め,そ の間

に集 めた ア イ ヌ関 係 資 料37点(う ち31点 現存)が,デ ン ・ハ ー クの モ ー リツ(Maurits-

Huis)美 術 館 をへ て,1883年 に ラィ デ ン博 物 館 に移 さ れて い る。 これ ら も時代 的 に は

古 い もの で,19世 紀 初 め の もの と考 え られ る。

 c・A・ プ ブ イ ッツ マ イ ヤ ー(August P丘zmaier)

 プ フ ィ ッツマ イ ヤ ー は ウ ィー ン学 士 院 で1848年 以 降 活躍 した 東 洋 研 究 者 で,1850年

代 前 半 大 シー ボ ル トが ウ ィー ン王 立 図 書館 に残 した 資料 を もと に して ア イ ヌ語 に関 す

るい くつ か の 論文 を発 表 して い る。1854年(安 政 元年)ウ ィー ンで 出 版 した 『ア イ ヌ

語 彙 』(Vocabularium der Aino-Sprache, Denkschrift der Kaiserlichen Akademie der

Wissenschaften, Phil-Hist・Classe, Bd.5, Nr.1, PP.137-230)は,現 在 に至 るまで,

唯 一 の ア イ ヌ語 ・独 語 辞 典 で あ る。 た だ,プ フ ィ ッッ マ イヤ ーの 仕 事 は,収 集 活 動 と

直 接 関 係 しな い の で あ る。

 (2)開 港以 後 の植 民地 主 義 的 関 心 か らの収 集 ・研 究

 プ ロ シ ャの 外 交 官 で,初 代 の 日本 駐 在 公 使 で あ った マ ックス ・フ ォ ン ・プ ラ ン ト

写真4 明治6年 の ウィーン万 国博覧会の準備 と して,そ の前の年東京で開かれた大博覧

    会 での北海道 コーナー(写 真はウィー ン工芸美術館所蔵)。
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(Max von Brandt)は,慶 応 元年(1865年)と 慶 応 三 年(1867年)の 二 回 にわ た って

北 海 道 南 部,即 ち函 館 か ら噴火 湾,胆 振,石 狩,そ して小 樽 か ら舟 で西 海 岸 を 下 り,

福 山 を回 り,集 めた 物 の 中 の ア イ ヌ資 料52点(そ の う ち38点 現 存)を 彼 の父(明 治元

年 に死 亡)に 贈 った 。 そ の ほ とん ど は現 在 ベル リ ン国 立 民族 学 博 物 館 に現 存 して い る。

 プ ラ ン トの北 海 道 視 察 は,北 海道 を プ ロ シ ャの 植 民 地 に した方 が よ い とい う考 え と

関係 が深 い と思 われ る。 実 際,プ ラ ン トは宰 相 ビス マ ル ク に意見 書 を提 出 し,北 海 道

は,そ の 気 候 ・地 味 の 点 か らも,ド イ ツ農 民 が 開 拓 す るの に最 適 で あ り,軍 艦8隻,

海兵 隊員 八 千 人 で こ こを植 民 地 化 で きる と述 べ て い る。 更 に,戊 辰 戦 争 中の1868年7

月31日,会 津 藩,庄 内藩 が軍 資 金 と引 き換 え に北 海 道 をそ の抵 当 に入 れた い と 申 し出

て い る 旨を ビ スマ ル クに打 電 して い る。 しか し,プ ロ シ ャ側 は,戊 辰 戦 争 の経 過 を 見

て か らとい うこ とで余 り問 題 に しな か った。 この よ うな ドィ ッ側 の植 民 地 主 義 的 な 関

心 か ら始 め られ た収 集 が ア イ ヌ関係 コ レク シ ョ ンの 一 つ の契 機 とな った が,余 り大 き

な 影 響 を及 ぼす こ とが な か った の は事 実 で あ る。

 (3)ヨ ー ロ ッパ で の 日本 展 示 会 とそ の影 響

明治 時 代 に は,い くつ か の 日本 展 覧 会 が ヨー ロ ッパ で催 され て い る。 明 治政 府 は 日本

写 真5 ウ ィー ン万 国博 覧 会 新 聞Allgemeine lllastrierte Weltau∬tellu2zgSieitang(第4巻,第1号,

    P.9,1873年7月5日)に 載 ったRaimund von Stillfriedの ア イ ヌ写 真 。 ヨ ーロ ッパ に

    お け る最 も古 い ア イ ヌの 写真 。た ぶ ん胆 振 地 方 で写 した もの。 な お,パ リのMus6e・de

    1'Hommeに,同 じ写真(番 号43.3175.173(1)E・849)カ ・" C1. Berth6myと い う名前 で 保

    管 されて い る 。 おそ ら く,Stillfriedの 横 浜 の 写真 館 で買 い求 め た もの と思 わ れ る。
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の 近 代化 の 目覚 ま しさを ヨ ー ロ ッパ の人 々 に誇 示 す る為 大 い に力 を入 れた 。 ヨ ー ロ ッ

パ 側 で は,こ れ らの 展 示会 に よ って 日本 に対 す る関心 が高 め られ た ので あ る
。

 a.ウ ィー ン万 国博 覧会(明 治6年,1873年)(写 真4)

 この博 覧 会 で は,明 治政 府 は 日本 の 文 化 を ヨ ー ロ ッパ に紹 介 す るた め に多 大 な 努 力

を払 った 。 そ の 一環 と して,北 海 道 開拓 使 が オ ー ス トリアの写 真 家 で,ラ イ ム ン ト ・

フ ォ ン ・シ ュテ ィル フ リー ト(Raimund von Stillfried)男 爵 を雇 い,北 海 道 で の写

真 撮 影 を 依 頼 して い る。 シ ュ テ ィル フ リー トの写 真 は多 くの 数 に の ぼ り,ま た彼 が横

浜 で 写 真 館 を 経 営 して い る折 に,北 海 道 で撮 影 した写 真 の ガ ラス ネ ガ を も とに して,

日本 を 訪 れ た 多 くの西 洋 人 に絵 葉 書 と して販 売 した ので,彼 の写 した 写 真 が しば しば

他 人 の 名 で 出て い る こ とが よ くあ る(写 真5)。 ウ ィ ー ン万 国博 覧 会 に出 品 さ れ た ア イ

ヌ文 化 関 係 の物 の 中の57点 は,雇 人 ワー グ ナ ー(Gottfricd Wagener)の 仲 介 で ベ ル

リン民 族 学 博 物 館 に移 さ れ,現 在 で もな お46点 が 保管 さ れて い る。 日本 で は,上 野の

東京 国立 博 物 館 と函館 市 立 博 物 館 に もそ の 一 部 が現 存 して い る。

 ウ ィー ン万 国 博 覧会 で の 日本 展 示 は,ヨ ー ロ ッパ 人 を刺 激 し,ヨ ー ロ ッパ の 日本 人

観 の基 礎 を作 り上 げた の で,そ の 中 に ア イ ヌ文 化 の 展 示 物 も含 まれ た こ とが大 き な意

義 が あ る と思 わ れ る。

 b.ベ ル リン国 際漁 業 博 覧 会(明 治13年,1880年 〉

 この 博 覧会 で展 示 され た もの の 中 で,ア イ ヌ 関係 の7点(模 型 ば か り)が 後 に ベ ル

リ ン民族 学 博 物 館 に入 り,現 存 して い る。

 c.ロ ン ドン日英 博 覧 会(明 治43年,1910年)

 日本 帝 国主 義 全 盛 時 代 に催 さ れ,日 本 帝 国の 国力 の強 さを誇 示 す る意 図 が 強 くあ っ

た。 こ こで は台 湾 の蛮 族 とア イ ヌ人 を実 際 に連 れ て 行 き,「 ア イ ヌ村 」 を再 現 させ て

展 示 した。 この アイ ヌた ち は 日高 地 方 の平 取 村 の ア イ ヌの人 で あ った。 こ こで 展 示

され た もの の う ち217点(現 存143点)が イ ギ リろ各 地 の 博 物 館,即 ち,大 英 博 物館

(Museum of Man),ホ ル ニ マ ン博 物 館(Horniman Museum),リ バ プ ール や オ ッ

クス フ ォ ー ドのPitt-Rivers博 物 館 に残 って い る。

 これ らの展 示 会 を 通 して ヨー ロ ッパ の 人 た ちに ア イ ヌ文 化 が 紹 介 さ れた 。 ヨー ロ ッ

パ 人 は,日 本 政 府 の意 図 に反 して ,近 代 化 の 目覚 ま しい 日本 の素 晴 ら しさだ け で はな

く,反 対 に 「原 始 的」 な ア イ ヌに も強 い 関心 を示 した 。 この件 は その 後 の ア イ ヌ研 究

発 展 の 大 きな 契 機 とな った 。

 (4)日 本 民族 起 源 論 に対 す る興 味

 大 シーボ ル トは著 作!吻oπ の 中で,日 本 民族 ア イ ヌ起 源 論 に触 れ て い る。 これ に

432



クライナー ヨーロ ッパにおけ るアイヌ関係 コレクシ ョンの歴史 と現状

写 真6 明 治43年 ロ ン ドンで 開 かれ た 日英博覧 会 で の 「ア イヌの 家 を見 学 す る」 ス ケ ッチ 。

    (The Illustrated London News July,9,1910, P.50)

写真7 地 理 学 ・地 質 学 者G.ク ライ トナ ーGustav Kreitnerが 日高 ・平 取 村 の ア イ ヌ人

    の 家 で,オ ース トリア皇帝 の 誕 生 日を 祝 う(明 治10年8月18日)(G・Kreitnerl

    Im fernen Osten, Wien l 881, P.297に よ る)。

対 して更 に一 般 の興 味 を 高 め た の は,大 森 貝 塚 の発 掘 で あ った 。 この 発掘 調査 を行 っ

た の は,E. S.モ ー ス(Edward S・Morse)教 授 と,大 シーボ ル トの 次男 ハ イ ン リッ
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ヒ ・フ ォ ン ・シー ボル ト(Heinrich von Siebold)即 ち 小 シー ボ ル トで あ った 。 二 人

と も この発 掘 調 査 によ って 同 じ資 料 を手 に入 れ た が,そ の解 釈 は正 反 対 で あ った。

 小 シー ボル トの 解釈 は,日 本 の貝 塚 時 代 の民 族 は アイ ヌで あ った とい うもの で あ る。

そ の論 拠 と して,ア イ ヌ民 族 に も土 器 を使 い,竪 穴 式 住 居 に住 み,石 器 を 使 って いた

時代 が あ った こ とを挙 げて い る。 アイ ヌ民族 は,貝 塚 時 代 に北 か ら南 へ と南 下 し,そ

の後,大 和民 族 に北 に再 び 追 いや られ た と して い る。

 この 見解 はモ ー ス と は全 く反 対 で,当 時,東 京 新 聞(英 文)紙 上 で 大 論争 が 展 開 さ

れた 。 小 シー ボ ル トは 自説 を証 明 す るた め,ハ ンガ リー調 査 団 と0緒 に来 日 した オー

ス トリアの 地 質 学 者G.ク ライ トナ ー(Gustav Kreitner)氏 を 供 と して,明 治11年

(1878年)日 高地 方 平 取 まで 調査 に赴 い て い る(写 真7)。 その 際,考 古 学 的 な調 査 や ア

イ ヌ文 化 の資 料 収 集 を行 い,の ち,明 治21年(1888年)ウ ィー ン帝 立 博 物 館 に寄 贈 さ

れ た 巨大 な 日本 関 係 コ レク シ ョ ンの5,000点 の 中の81点(現 存71点)の ア イ ヌ関 係 の も

の は,当 時収 集 さ れた もの と考 え られ る。 この よ うな 日本 民 族 起 源 に関 す る論 争 と,

それ に続 く調 査 研 究 に よ って,ア イ ヌ は 日本 民族 の起 源 で あ る とい う こ とが強 調 され,

この こ とは一 般 の アイ ヌに対 す る興 味 を さ らに高 め る こ と にな った。

 この 説 を受 けて,ア イ ヌ に関 して多 大 な興 味 を示 した の は,医 学 関係 に従 事 す る 日

本 の お雇 外 国人(そ の 主 な 者 は ドイ ツ系 の人)で,彼 らは 自然 人 類 学 的研 究 が 必 要 で

あ る と した 。 一 例 を挙 げ る と,次 の通 りで あ る。

 ① エル ヴ ィ ン ・フ ォ ン ・ベ ル ツ(Erwin von B舁z),明 治9-38年 東 大 内科 にて指

  導

 ② ハ ンス ・ギ ー ル ケ(Hans Gierke),明 治10-13年 東大 外 科 に て指 導

③ ユ ー リウ ス ・ス ク リーバ ー(Julius scriba),明 治14-38年 東 大 外 科 にて 指導

 ④ ハ イ ン リッ ヒ ・B・ シ ョイ ベ(Heinrich Botho Scheube),明 治10-14年 京 都府

  立 医 科大 学 の 創立 者

 ス ク リーバ ー と シ ョイ ベ は実 際 に北 海 道 まで 出 か け て 調 査 研究 と収 集 活 動 を 行 い,

その コ レク シ ョンは い ま も ドイ ッ に現 存 して い る。

  ・ベル ツ遺 産 シ ュ ツ ッ トガ ル トの リンデ ン民 族 学 博 物 館(Linden Museum)

   (84点,現 存59点)及 び 西 ベ ル リン国立 民族 学 博 物 館(10点,現 存6点)に 保 存 。

  ・ス ク リーバ ー氏 ダ ル ム シsタ ッ トの ヘ ッセ ン州 立 博 物 館 に保 存(7点 現存)。

  ・ギ ール ケ氏 ベ ル リン に保 存(65点,現 存48点)

  ・シ ョィ ベ氏 ライ プ チ ヒ民 族 学 博 物 館(点 数 未 確 認)及 び ハ ンブ ル ク市 立 民 族

   学 博 物 館(1点)
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 小 金 井 氏 は双 方 の論 争 を 総 合 し,1903年 に ドイ ツ語 で 「日本 の 原 住 民 につ いて 」 と

い う論 文 を 発 表 した(ﾜber die Urbewohner von Japan, MoAG Ix/3)。 小金 井氏

は 「日本 とい う国 は元 来 ア イヌ の 国で あ った 」 と結 論 づ け て い る こ とは ドイ ツの 学界

に徹 底 的な 影 響 を及 ぼ して,長 年 の定 説 とな った 。 こ うい う風 潮 の 中 で ヨー ロ ッパ の

各博 物館 は北 海 道 関 係 の 考古 学 的 な 資料 を手 に入 れ よ うと した 。 考 古学 的な 資 料 と し

て は,ブ レー メ ン市 立 海 外 博物 館(iJbersee-Museum Bremen)館 長 シ ャ ウイ ンス ラ

ン ト(Hugo Schauinsland)氏 は大 正2～3年 にか けて,80点 以 上 の土 器 片 や石 器 を

直接 北 海 道 で購 入 して い る。 これ らは札 幌 の 骨 董 屋 か ら購 入 さ れ た と思 わ れ る。 この

他 に も,ニ ュ ール ンベ ル ク,フ ラ イブ ル ク,ウ ィー ンの 各 博 物 館 に も考 古 学 的 な もの

が 保 管 さ れて い る。

 自然 人 類 学 的 研 究 を進 め る に あた り,ヨ ー ロ ッパ 人 は アイ ヌの 人骨 を手 に入 れ て 調

査 研 究 を した い と考 え るよ うにな った 。 そ の結 果 と して,幾 つ か の ア イ ヌ人 の墓 が 掘

り返 され,そ れ が 日本 で も大 きな 問 題 を 引 き起 す まで に至 った 。 ヨー ロ ッパ で は,現

在 お よ そ4体 の ア イ ヌ の人 骨 が 保 存 されて い る。 一 つ は帝 政 ロ シア 海軍 が樺 太 か ら持

ち帰 った もの 。 二 つ 目は 明 治13年 シ ュ レジ ンガ ー と べ ーマ ー(Schlesinger, B6hmer)

とい う二 人 の ドイ ッ人 が札 幌 農 大 にあ った墓 を掘 り起 し持 ち帰 った もので あ る。 ベル

リン大 学 の 教 授 で,医 学 の権 威 ヴ ィル ヒホ フ(Virchow)が アイ ヌを人 類 学 的 に 研 究

す る には是 非 と も墓 の発 掘 が必 要 で あ る と し,そ れ を 推 し進 め た 。 この他 に,ブ ダ ペ

ス トと ドレスデ ンに もア イ ヌ人 骨 が残 され て い る。 更 に,オ ックス フ ォー ドの ピ ッ

ト・ リバ ス博 物 館(Pitt-Rivers Museum)に は,ア イ ヌの毛 髪 と体 毛 の サ ンプ ルが 保

存 され て い る。 この よ うな 自然 人 類 学 的 な研 究 は,一 つ の 流 行 と して の高 ま りを 見せ

た 。

 こ う した 自然 人 類学 的研 究 に よ って,従 来 とは異 な った 結 果 が 出 さ れ る よ う にな っ

た 。 即 ち,ア イ ヌ人 は 日本 人 とは全 く違 う体形 を持 って お り,む しろア イ ヌ人 は古 代

ヨー ロ ッパ 人 と比 較 し う るの で は な いか とい う こ とで あ った 。

 文 化 人類 学 の一 つ の 証 明 と して,ア イ ヌの 熊祭 りを取 り挙 げ(写 真8),ヨ ー ロ ッ

パ で も旧石 器 時代 に は,ア ル プ ス に あ る洞 窟 の発 掘 で も示 され る よ うに,熊 が崇 拝 さ

れて いた こと がわ か る。 この よ う な学 説 の代 表 の一 人 が ウ ィー ン学 派(歴 史 民 族 学)

の権 威W.コ ッパ ー ス教 授(Wilhelm KoPPers)で あ った 。 又,小 金 井氏 を は じめ と

す る 日本 にお け る ア イ ヌ研 究 と,コ ッパ ース 教 授 の研 究 を 結 び つ け る 役割 を果 した

の は岡 正雄 先 生 で あ った(写 真9)。 昭和6年 ア イ ヌ を 取 り挙 げ,``Ursprung der

Gottesidee"(「 神観 念 の起 源 」)を 発 表 したW.シ ュ ミ ッ ト(Wilhelm Schmidt)1ま,
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写 真8東 ドイ ツ ・ライ プチ ヒ民 族 学 博 物館 に保管 さ れ て い る 樺太 ア イ ヌの熊 の 頭(H.

    Scheubeコ レク シ ョ ン, OAS 5162)。 飾 りはま った く関係 な く,後 に つ け られ た

    もので あ る。(B.Pilsudskiコ レク シ ョン,当 時St・Petersburg=レ ニ ング ラ ー ド博

    物 館 か ら交 換 さ れ た もの,OAS 3178)。[Hans-Joachim Paproth:``Uber einige

    Barenkultobjekte des Museums fUr V61kerkunde zu Leipzig";Jahrbuch des

    Museumsfdir V61kerkunde zu Leipgig, Vol.27,1970, pp.320-351, Tafel 76, Abb. 6]

写真9 昭和27年 ウィー ン大学で開かれた国際人類学民族学大会の開会式で。すわ ってい

    る人物:右 か ら,W・KopPers, W。 Schmidt,岡 正雄の諸先生。
        o
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そ の 中で,ア イ ヌ は大 変 古 い文 化 を保 有 し,ヨ ー ロ ッパ の 旧 石 器 時代 の文 化 を継 承 し

て い る と述 べ て い る。 彼 の論拠 も,小 金 井 氏 の 資料 を基 に して い る。

 この よ うな 研 究結 果 が 出 され るよ うに な る と,ヨ ー ロ ッパ 人 は アイ ヌ人 に対 す る親

しみ を感 じる よ う にな った。 そ して,ア イ ヌ人 は ヨ ー ロ ッパ 人 の 昔 そ の ま ま の文 化 を

保 持 して い る,古 代 ヨー ロ ッパ人 の姿 が そ こに残 され て い る,自 分 た ち の祖 先 の生 き

た 文 化 を見 る事 が 出来 る とい う一 つ の 定 説 が 出来 上 が った 。 そ して,日 本 政府 に対 し

て ア イ ヌ差 別 を批 判 す る動 きが 起 った り した 。 当時,日 本 が 国 際舞i台に姿 を 現 わ し,

か つ 日露 戦 争 で の勝 利 は,ヨ ー ロ ッパ 人 に と り衝 撃 で あ った 。 そ こで,ア イ ヌ人 は 日

本 民 族 の起 源 だ けで はな く,ヨ ー ロ ッパ 民族 の 古 い姿 を保 って い ると考 え る こ と に よ

って,日 本 の勝 利 を納 得 す る事 が 出来 た の で は な い か と思 わ れ る。 第 二 次 大 戦 中 の ド

イ ツ にお いて も,ゲ ル マ ン民族 の優 越 性 を誇 る ドィ ッ とア ジ ァ民族 国家 日本 との 同盟

を正 当 化 す るた め,日 本 民族 は元 来 ゲ ル マ ン民族 で あ る事 を証 明 す る為 に ア イ ヌ民 族

を強 調 した 。 ち ょ うど昭 和10年 代 に独 語 で 書 か れ て い るア イ ヌ関係 文 献 が増 え る事 と

重 な り合 って い る。

 ア イ ヌ人 は ヨー ロ ッパ人 に と って 親 しみ の あ る民 族 とな り,明 治 中期 か ら昭 和 にか

け て 日本 を 訪 れ る ヨー ロ ッパ 人 は,何 か し らの ア イ ヌ関係 資 料 を手 に入 れ持 ち帰 った。

 例 を挙 げ る と,第 一 は国賓 と して 訪 日 した 人 た ち で,オ ース トリァ皇太 子 フ ラ ンツ ・

フ ェル デ ィナ ン ド ・フ ォ ン ・エ ス テ(Franz Ferdinand von Este)が 明治23年 訪 日 し

た 際 持 ち帰 った もの の 中の2点 が ア イ ヌ の もの で あ った(現 在 ウ ィー ン国 立 民 族 学 博

物 館 に保 存)。 昭 和10年 代 に 日本 を 訪 れ た,当 時 シカ ゴ市 長 チ ャル マ ック(Cermak)

氏 が持 ち帰 り,母 国 チ ェ コス ロバ キア に 寄贈 さ れた もの が 現在 プ ラハ 国 立 民族 学 博物

表4 ケ ル ン市 立 ラウテ ン シ ュ トラ ウ フ ・ヨース ト民 族 学 博 物館 の

  アイ ヌ ・コ レク シ ョ ン

目録上
標本数

現 存
ない し
確i認

1. wilhelm Joest 明治32年 20点 16点
W.ヨ ー ス ト

2, W.ヨ ー ス ト 〃34年 2点 2点

3. 友の会寄贈 〃43年 22α点 179点

(ラムラウフ社か ら購入)

4. 不  明 大正以前 2点 2点

5. Herbert von Dirksen 昭和25年 2点 2点
ディル クセ ン元大使

6. Kloebe 〃28年 庶 L点
ク レーベ夫人

計 247点 202点
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表5 プロシャ文化財団ベル リン民族学博物館のアイヌ ・コ レクション

目録上標本数 現 存
ないし
確 認

1. Max von Brandt 明治 元年 52点 38点
M・ フ ォ ン ・プ ラ ン ト

2. ウ イー ン万 博 〃 7年 5庶 46点

3. Websky 〃 8年 5点 0点
ウエブスキー氏

4. 日本政府/ベ ル リン国際漁業博覧会 〃 13年 7点 7点

5. Georg Schlesinger 〃 14年 16点 12点
シュ レジ ンガ ー氏

6. Hans Gierke 〃 14,27年 65点 48点
ギールケ博士

7. wilhelm Joest 〃 15,28年 47点 39点
W・ ヨース ト教 授

8. Addan Jacobsen 〃 17,18年 172点 129点

ヤコプセ ン船 長

9. W互lhelm Hoehn 〃 26年 17点 12点
ヘー ン未亡人

10. Paul Ehrenre五ch 〃 27年 65点 51点
エ ー レ ンライ ヒ氏

11. シーボル ト遺 品 〃 29年 26点 24点

12. Eugen Wolf 〃 32年 6点 5点
ウオー ル フ氏

13. Adolf(,)Fischer 〃 34年 13点 8点
ブ イ ツシ ヤー氏

14. Rex 〃 35年 6点 4点
レ ックス社

15. Schoede 〃 40年 190点 155点
シェー デ氏

16. Frh. von Ritter 〃 45年 工0点 9点
フ ォ ン ・リ ッタ ー氏 「

17. ベル ツ遺品 大正 3年 10点 6点

18. そ の 他 19点 15点

計 783点 608点

館(Nhprstek Museum)に1点 保 管 さ れ て い る。 更 に,昭 和29年 にフ。リンツ ・ペ ー

タ ー(ギ リシ ャとデ ンマ ー ク の王 子Prince Peter)が 北海 道 ・日高 地 方 の 静 内 に行 き,

求 めた もの16点 が現 在 コペ ンハ ーゲ ン国 立博 物 館 に残 され て い る。

 第 二 はお雇 い外 国人 た ちが 持 ち帰 った もの で あ る。 ベ ル リ ンの 警 察 官 で あ っ た ヴ ィ

ル ヘ ル ム ・ヘ ー ン(Wilhelm H6hn)氏 は,明 治18年 か ら明治24年 にか け て 日本 で警

察 制 度 の 整備 の指 導 に当 った。 明 治22年9月 東 北地 方 視 察 旅 行 の 際,二 週 間 の 休 暇 を

と り,個 人 的 に青 森 か ら北海 道 に渡 り,石 狩,空 知 地 方 で アイ ヌ に関 す る もの を収 集

した(写 真20)。 ヘ ー ン氏 は ドイ ッ に帰 国 後 ま もな く死 亡 し,遺 品 は売 却 され て,ベ

ル リン国立 民 族 学 博物 館 に17点(う ち12点 は現 存),マ ー ル ブル ク大 学 民族 学 研 究 所 に
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写 真10R. Karutz:Atlas der V61kerkunde, Die防 疏〃1%泌ecnd Mittelasiens, Stuttgart,1925,

    P・13:ア イ ヌ文 化 に 関 す る 図 録 。
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写 真11ハ ンブ ル ク の骨 董 屋 ウム ラ ウフ社

    の創 立者Johan Friedrich Gustav

    UmlauE氏 。

写真11'ウ ムラウフ社 「博物館」 目録の表

    紙 。おそ らくハ ンブルク市 レーパ

    ーバ ー ン街にあったいわゆる 「ウ

    ムラウフ博物館」に展示 された ア

    イヌ ・コーナーの写真。

    [ケル ン民族学博物館所蔵1

          y

写真12 ウムラウフ社 のアイヌ文化関係営業用帳簿の一部。品名は ドイツ語及 びアイヌ語

    で記録 されている。アイヌ語 名はおそ らく収集現地で記録された一 「何で もな

    い古 いもの」 は,fushikoanpeと して書 きとめた こともある。
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35点(う ち26点 ア イ ヌの もの と して確 認),リ ュ ーベ ック市 立 民族 学 博 物 館 に1点(こ

れ は後 ベ ル リ ン国立 博 物 館 か ら移 され た)渡 った 。 また,他 に も,東 京 大 学 言 語 学 研

究 室 の創 立 者 で あ るバ ジ ル ・ハ ル ・チ ェ ンバ レ ン(Basil Hall Chamberlain)教 授 が

明治25年 北 海 道 で収 集 した124点(41点 現 存)を オ ックス フ ォ ー ドの ピ ッ ト ・リヴ ァ

ー ス(Pitt-Rivers)博 物 館 に寄 贈 して い る
。 更 に,東 北 大 学 医学 部 で指 導 に当 って い

た ア シ ョ ッフ(Ludwig Aschoff)教 授 が 大 正 時 代 に 集 めた もの が,フ ライ ブル グ に

21点 残 って い る。

 第 三 は,一 般 旅 行 者 に よ って 集 あ られ た もの で あ る。 例 え ば,英 国 軍人 コル タ ー

ド(coltard)氏 が 昭和10年 札 幌 を訪 れ た 際,ア イ ヌ研 究 者 で あ るバ チ ェ ラー(John

Batchelor)か ら27点(20点 現 存)を も らい受 け,そ れ をオ ックス フ ォー ド博 物 館 に寄

贈 して い る。 又,こ うい う例 は他 に も幾 つ か挙 げ る こ とが で き る。

 (5)博 物 館 に よ る体 系 的 収 集

 ア イ ヌ に対 して 一般 的 興 味 が 高 ま るに つ れ て,以 上 に述 べ た よ うに様 々 の ル ー トを

通 じて アイ ヌ ・コ レク シ ョンが ヨー ロ ッパ の博 物 館 へ 集 ま って きた 。 そ うす ると,今

度 は博 物 館 が体 系 的 にア イ ヌ ・コ レ ク シ ョンの収 集 に乗 り出す よ う にな った。 この よ

うな一 つ の サ イ クル が 出来 上 が り,一 般 の 関心 が高 ま る につ れ て,ア イ ヌ ・コ レク シ

ョンが一 層 の充 実 を 見 るよ う にな った。

 博物 館 が コ レク シ ョンを収 集 す る方 法 の 一 つ は,ヨ ー ロ ッパ の 骨董 屋 か ら購 入 す る

こ とで あ った。 当時 の主 な骨 董 屋 を挙 げ る と,以 下 の通 りで あ る。

写真13 ヒルデスハイムHildesheim市 立 レーマーR6mer博 物館の 「日本原住民族」 ア

    イヌ展示 コーナー。昭和10年 代 ごろ。資 料はすべて ウム ラウフ社 から購入 され た

    もの。第二次大戦 中空襲によ り焼失。[同博物館所蔵の古絵葉書]
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   地図3 ウムラウフ社 を通 じて アイヌ ・コレクシ ョンを購入 した博物館

・レ ックス(Rex)社,ベ ル リン:1902年 ベル リン国立 博 物 館 に6点(4点 現 存)

を売 却

・コニ ー ツ コ社(Konietzko),ハ ンブル ク:1点 ず つ を ミュ ンヘ ン民 族 学 博 物 館

と ドイ ツ博 物 館(Deutsches Museum)に 売 却
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・ラ ンゲ ヴ ィー ス社(Langewis),オ ラ ンダ ・ツ ァー ンダ ム市:現 在 も営 業 さ れ

て い る。 バ ーセ ル,チ ュ ー リ ヒ(と もに ス イ ス),ラ イデ ン,ア ム ス テ ル ダ ム

(と もに オ ラ ンダ),コ ペ ンハ ーゲ ン国立 博 物 館,ス ウ ェ ーデ ンのゲ ー テ ボ ル ヒ

及 び ス トック ホ ル ム国 立 民族 学 博 物 館 等 に主 に織 物 を売 却

・レメ ール 社(Lemaire),オ ラ ンダ ・ア ムス テ ル ダ ム市:マ ー ル ブ ル ク大 学
,チ

 ュー リ ヒ大 学 民 族 学 博 物 館 に売 却

・ウ ム ラ ウ フ社(Umlauff)
,ハ ンブル ク:明 治 末 期 か ら昭和 初 め まで の間 に,ヨ

ー ロ ッパ の 各 地 の 博物 館 に売 却 した もの は総 計578点 に もの ぼ って い る(写 真

11～13,地 図3)。

地図4 W.ヨ ース ト氏のアイヌ ・コ レクション(明 治14年 北海道で入手)
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 もう一つの方法は,博 物館自ら調査

団あるいは探検員を派遣し,現 地調査

・収集に当らせる事もあった。この場

合には,体 系的に収集が行われ,製 作

者,製 作地等の詳 しい資料が整理され

ており,学 問的意義(わ高いものであっ

た。一例として,.

写真140tfrid von Hanstein:Unter dem

    Sonnenbanner;RedSe-Erzdihlungen aas

    dem fernen Osten(日 の 丸 の下 で 一東

    洋 の 旅 行紀 行),第5巻 Von Todyo

    zu den Waldmenschen von Yezo(東 京

    か ら蝦 夷 の森 の民 へ),Leipzig 1921,

    P.192に 載 って い る絵 。G. Kreitner:

    Im fernen Osten(Wien 1881)の ス ケ

    ッチ に多少 似 て い る。

・ヴ ィルヘ ル ム ・ヨー ス ト(Wil-

helm Joest)が 明治13年 か ら14

年 に か けて 北 海 道 で収 集 した も

の(写 真15及 び地 図4を 参 照)。

・ベ ネ デ ィ ク ト ・バ ロ ヒュ ・フ

 ォ ン ・バ ラ トシ ュ(Benedikt

Balogh von Bar翫hos,ハ ンガ

 リー)は 東 北 ア ジア諸 民族 の研

究 家 で,北 方 圏諸 民 族 の文 化研

究 のた め に,カ ナダ ・ア ラス カ

 ・東 北 シベ リァ ・樺 太 ・北 海道

を 回 る大 規模 な探 検 旅行 を 企画

 し,ブ タ ペ ス ト国立 博 物館 及 び

ハ ンブル ク市 立民 族 学 博物 館 の

資 金 援 助 を受 け,大 正2年 か ら

 3年 に か けて そ れ を 実行 した 。 彼 は膨 大 な数 の資 料 を集 あ持 ち帰 ろ う と した時,

第 一 次 大 戦 の 開 戦 に遭 い,収 集 した もの は横 浜 税 関 に一 時差 し押 え られ た。 大

正10年 にな って よ うや く ヨーnッ パ に持 ち帰 る こ とが で きた が 、経 済 不 安 の関

係 で コ レク シ ョ ンは大 正15年 ごろ ブ タ ペ ス トとハ ンブ ル ク両 博 物 館 に分 け られ

た 。

  アイ ヌ関 係 コ レク シ ョ ンの収 集 に特 に力 を入 れ た 博物 館 に は,次 の よ うな も

の が あ る。

・ベル リン国立 博 物 館:明 治17年 か ら18年 に か け て ヤ コ プ セ ン 船 長(Adrian

Jacobsen)は 自分 の船 で 東 ア ジァ の沿 岸 を北 上 し,172点(129点 現 存)の 樺 太

ア イ ヌの もの を収 集 した 。 他 に も,明 治48年 シ ェー デ(Schoede)氏 が札 幌 を
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写 真15W.ヨ ー ス ト氏(pro£Dr. Wilhelm

      Joest)[Richard Andree:``Wilhelm

      Joest,,, P.47, Globtts 73:46-48,

      1898.]

写真16 ベル リン国立民族 学 博 物 館 所 蔵 の

    Schoedeシ ェーデ ・コ レクションに

    関する調査 ノー ト:資 料番号の次 に

    漢字 と片仮 名とローマ字 による日本

    語名及び片仮名 とローマ字によるア

    イヌ語 名が記入 されて いる。

   訪 れ収 集 した190点(155点 現 存)に は,ア イ ヌ語 の 名 称 リス トま で 記録 され て

   い る(写 真16参 照)。

  ・バ チ カ ン博物 館:昭 和3年,札 幌 に あ った 聖 フ ラ ンシス コ修 道 会 は,ア イ ヌ関

   係 の もの18点 を法 王 に送 る。

  ・パ リ人 類 学 博物 館(Mus6e de 1'Homme):大 正8年 に北 海 道,樺 太 を訪 れ た

   ジ ョー ジ ュ ・モ ンタ ン ドン(George Montandon)が 持 ち帰 った115点(現 存

   82点)は,昭 和8年 に博物 館 に収 め られた 。.既 に明 治33年(1900年)か らP.

   ラ ベ ー(Paul Labb6)の コ レ ク シ ョ ンの61点(現 存59点)が パ リに あ った。

 ヨー ロ ッパ の 博 物館 で は,集 め られ た資 料 を もと に,ア イ ヌ に関す る展 示 会 が数 多

く催 され た 。 戦 火 に遭 った ヒル デ スハ イ ムの レーマ ー 博 物 館(R6mer Museum)で の

展 示 の風 景 が 絵葉 書 と して残 って い る(写 真13)。 この よ うな 展 示会 を 通 じて,更 に

一 般 市 民 の 関 心 が高 め られ
,そ の 関 心 が ま た物 の 収 集 へ と向 って い った 。 大 正 時代 か

ら ドィ ッ で は,ア イ ヌ民 族 の 名 は一 般 市 民 に まで よ く知 られ るよ うに な り,ク ロス ワ

ー ド ・パ ズ ル に まで そ の名 が 出て きた
。 大 衆小 説 に もア イ ヌが 題材 と して取 り挙 げ ら

れ,例 え ば大 正10年 に ライ プ チ ヒで 出版 され た,オ トフ リー ト ・フ ォ ン ・ハ ンシ ュタ
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イ ン(Otfrid von Hanstein)の 日露 戦 争直 前 の 日本 を舞 台 と して い るス パ イ小 説 な ど

が あ る(写 真14)。

W 各 博 物 館 に 収 め られ て い る ア イ ヌ ・コ レ クシ ョン

  の性 格 … …二,三 の実 例

1・ ケ ル ン市 立 ラ ウ テ ン シ ュ トラウ フ ・ヨース ト(Rautenstrauch Joest Museum)

   民族 学 博 物 館

 この 博物 館 は 明治33年,民 族 学 者 で あ ったW.ヨ ー ス ト(写 真15)の コ レク シ ョン

を基 礎 と して設 立 され た 。 ヨ ース トの未 亡 人 で あ るアデ ー レ・ヨース ト(Adele Joest)

が 夫 の 思 い 出 と して彼 の コ レク シ ョンを,そ して 未亡 人 の 実 家 で あ るケ ル ンの 資 本 家

オ イゲ ン ・フ ォ ン ・ラ ウテ ン シ ュ トラ ウ フ(Eugen von Rautenstrauch)氏 が博 物 館

写真17ケ ル ン市立民族学博物館;樺 太 アイ

    ヌ,男 子の子供の前髪の飾 りホ ヒュ

    チ リ(ウ ムラウフ社 か ら購入 コレク

    シ ョン;25.307)。 同 じものは ウィー

    ン国立民族学博物館に も保管されて

    いる(1899年 のA.ダ ッタ ン ・コ レ

    クシ ョン,64・086)。 日本には残 っ

    ていない貴重な もの。

の建 物 を,ケ ル ン市 民 に寄 贈 し設 立 さ

れ た もの で あ った 。 歴 史 民 族 学 の祖 と

も言 わ れ て い る 偉 大 な学 者 で あ った

W・ フ オイ(Wilhelm Foy)及 びF.グ

レー ブナ ー(Fritz Graebner)が 初 代

そ して二 代 目館 長 を勤 めて い る。現 在

この博 物 館 は全 部 で 約5万 点 の コ レク

シ ョンを持 ち,主 にイ ン ドネ シア 関係

の 資料 が 中心 とな って い る。 イ ン ドネ

シ ア以 外 の ア ジ ア関 係 は約5,000点 で,

その 中 に247点 の アイ ヌ ・コ レ ク シ ョ

ンが含 まれ て い る。 そ の う ち ヨー ス ト

氏 が収 集 した もの は22点 で あ る。 ヨー

ス トは 明治14年 に北 海 道 を訪 れ,多 く

の もの を収 集 して きた が,こ の 博物 館

に はそ の名 称 に もか か わ らず,ヨ ース

ト氏 の もの は少 な い。(地 図4を 参 照)。

ヨース ト ・コ レク シ ョ ンの 分布 地 図 か

らも分 か る よ う に,ケ ル ンの他 に ベ ル

リン47点(39点 現 存),ド レス デ ン31点
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写 真18ブ ダ ペス ト国立 民 族学 博 物 館,樺 太 ア イヌ の靴 下 ケ ロム ンペ(B・Balogh von

   Barathosコ レク シ ョ ン3128,796)。 同 じもの は 他 に ブ レーメ ン海 外 博物 館

   (A.ブ リツ ェ ・コ レク シ ョンAll9)及 び ケ ル ン(ウ ム ラウ フ ・コ レク シ ョ ン

   25・336/7)で も保 管 されて い る。 日本 には 白老 や函 館 に一 足 ず つ しか な い 。

(24点 現 存),コ ペ ンハ ーゲ ン24点(23点 現 存),ラ イデ ン23点(23点 現 存),ミ ュ ンヘ

ン8点(8点 現 存)と ヨー ロ ッパ 各 地 に分 散 して い る。

 ケ ル ン市 立 ラウ テ ンシ ュ トラ ウフ ・ヨース ト民 族 学 博物 館 に は,ウ ム ラウ フ社 か ら

購 入 さ れ た もの が220点 にの ぼ って い る。 この ウム ラウ フ社 は明 治39年,北 海 道 及 び

樺太 か ら総 計707点 の ア イ ヌ民族 文 化 の もの を手 に 入 れ,ヨ ー ロ ッパ 各地 の博 物 館 に

売 却 して い る(写 真11-12,地 図3)が,こ れ らは ど うい うル ー トで 入 手 され た か は不

明 で あ る。 この ウム ラ ウフ社 の コ レク シ ョ ンを見 る と,専 門 家 で な い と集 め られ な い

よ うな素 晴 ら しい もの(写 真17,18)が 多 い こ とが わ か る。 この700点 に もの ぼ る コ

レク シ ョ ンは,ポ ー ラ ン ド人 で ア イ ヌ研 究 家B.ピ ウス ツ キ(Bronislaw Pilsudski)

の手 によ って 集 め られ た の で はな い か と想 像 さ れ る く らい 素 晴 ら しい もので あ る(岡

田路 明 氏教 示)。

 ウ ム ラ ウ フ社 コ レ ク シ ョンの分 布 図 にみ られ るよ うに,ケ ル ン220点,ハ ンブ ル ク

105点,ス トック ホ ル ム74点,コ ペ ンハ ーゲ ン43点 等,ヨ ー ロ ッパ 各地 に分 散 して い

る。 ヒルデ スハ イ ム(写 真13)と ブ レス ラ ウで は 戦火 に遭 い焼 失 し,ま た ウ ム ラ ウ フ

社 の倉 庫 に残 って いた127点 は,昭 和18年 夏 ハ ンブ ル ク大 空 襲 の 際 に焼 失 して しま っ
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た。 イ ギ リス の元 ク ラ ンモ ア ー博物 館(Cranmore Museum)に あ った もの は,大 正

時代 コペ ンハ ーゲ ン との交 換 に よ って デ ンマ ー ク に移 され た。 この 他,ド イ ッ ・フル

ダ宣 教 師協 会 とノ イ ミュ ンス タ ー織 物博 物 館,及 び ル ーマ ニ ア ・ブカ レス トに保 管 さ

れ て い る もの は,ま だ確 認 して い な い。

 ヨー ロ ッパ の 各博 物 館 に つ い て も言 え る こと だが,ケ ル ンに集 め られ て い る主 な 物

は,第 一 次 大 戦前 に収 集 され て お り,第 二 次 大 戦後 で は,一 外 交 官 な どに よ る寄 贈 が

数 点 あ るの み で あ る。 これ は両 大 戦 によ る時 代 の変 化 で,資 本 家 層 が没 落 して い った

結 果 と考 え られ る。 この ラ ウ テ ンシ ュ トラウ フ ・ヨー ス ト民 族学 博 物 館 は戦 時 中疎 開

もされ ず,戦 火 を も免 れ た の で,完 全 な形 で 残 って い る。244点 中,202点 の 確 認 が で

きた 。

 2・ ベ ル リ ン ・プ ロ シ ャ文 化 財 団 ベ ル リ ン民族 学 博 物 館(元 国立 民 族 学 博 物 館)

 歴 史 民 族 学 の祖 とい わ れ る ア ドル フ ・バ ス チ ア ン(Adolf Bastian)に よ って1873年

に設 立 され,元 プ ロ シ ャ王 立 宝 物室 に あ った コ レク シ ョ ンが こ こに移 され た 。 初代 館

長 は ヴ ィル ヘ ル ム ・グル ーべ(Wilhelm Grube)で,彼 は東 北 ア ジ ァ及 び ア イ ヌ に深

い関 心 を持 っ て いた ・1908年,日 本 研 究 家 で あ った ミュ ラ ー(F.W. K. M�ler)カ ザ

ル ー ベρ 後 を継 いで 二 代 目館 長 とな った。 この 二人 が 日本 に強 い関心 を持 って い た こ

と もあ って,ア イ ヌ ・コ レク シ ョン は ヨmッ パ各 地 の博 物 館 に比 べ て数 も多 く,内

容 も充 実 して い る。 戦 時 中 は戦 火 を避 けて 疎 開 さ れ,戦 後 の1970年 に,西 ベ ル リ ンに

あ るダ ー レム に新 築 され た 近 代 的 な博 物 館 に塚 め られ た。 ここ は博物 館 と して の機 能

を十 分 に備 えて い る。

 こ こ に収 め られ て い る 日本 関係 コ レク シ ョン3,000点 の う ち783点 が ア イ ヌ関係 の も

の で,そ の 中 の608点 が確 認 で きた 。 残 り は紛 失 して い る と思 わ れ る。 コ レク シ ョン

が 博 物 館 に収 め られ た年 代 順 に 整理 す る と,一 番 古 い の は プ ラ ン トが慶 応 年 間 に収 集

した もの が 明治 元年 に収 め られ,明 治7年 には,ウ ィー ン万 博 に展 示 され た もの57点

が,そ して 明 治13年 に ベ ル リ ン漁 業 博 覧 会 の展 示 品7点 が 収 め られて い る。体 系 的 に

集 め られ た もの と して は,明 治14年 に ヨース トが収 集 した もの,ま た ノル ウ ェー の探

検 家 で あ るヤ コプ セ ン船 長 が,ウ ム ラウ フ社 の た め に ア ジ ァ沿岸 を回 り収 集 した もの

が あ り,ヤ コ プ セ ン船 長 の172点 は樺太 の もので あ る。 他 に も,民 族 学 者 で あ った シ

ェー デ が 明治40年 北 海道 で集 め た もの は,一 点 毎 に詳 しい資 料 が付 け られ て い る(写

真16)。

 これ らの コ レク シ ョンは第 一 次 大 戦 前 に収 集 され た もの で,他 に も一 般旅 行 者 やお

雇 い 外 国人 等 の 寄 贈 に よ る もの,ま た 遺 品 と して 収 め られ て い る もの もあ る。全 体 と
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写真19ハ ンブルク市 立民族学博物 館蔵のアイヌの鎧(B・Balogh von Barathosコ レク ショ

    ン;28-26-213)。 非常によ く残 ってい るもので,東 北大学と東京 国立博物館のそれ

    ぞれの鎧と並ぶ もめ。

写 真20ベ ル リン国 立 民族 学 博 物 館 蔵 の ア イヌ のお もち ゃ。た ぶん 空 知地 方(Wilhelm耳6hn    

コレ ク シ ョ ン;IA-5064)及 びE. Morse:"A Curious Aino Toy",β π1」6励げ 伽

    E∬8κ 加'翻6,Vol.35, P.1(1892)に 見 られ る松 浦 武 四 郎収 集 の 中 の石 狩 ア イ ヌ の

    お もち ゃ の図 。 た いへ ん め ず ら しい例 。
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して言えることは,北 海道アイヌと樺太アイヌのものが半々ずつで,半 分弱のものが

体系的に収集されたものである。

V ヨー ロ ッパ に お け る ア イ ヌ ・コ レ ク シ ョン の 特 色

 ヨー ロ ッパ にお け るア イ・ヌ ・コ レク シ ョ ンを 調 査 してみ て,次 の よ うな特 色 を 指摘

す るこ とが で き る と思 う。

 ① ドイ ッ語圏 に圧 倒的 に多 い。 この 事 は ア イ ヌ研 究 に対 す る一 般 的 な 興 味 が 高 い

事 と並 行 して い る。 この一 般 的 な 興 味 の主 眼 は,主 に,ア イ ヌ は 日本 の原 住 民 ば か り

で な く,旧 石 器 時 代 の古 代 ヨー ロ ッパ 人 の生 活 ・文 化 を残 して い る古 い民 族 文 化 を保

持 して い ると い う歴 史民 族 学 の 学 説 か ら生 まれ た 。 これ に比 べ て 他 の 国 で は一 段 と少

な くな る。

 ② コ レク シ ョ ンは第 一 次 大 戦 前 に収 集 され た もの が多 い。 第 一 次 大 戦 前 に は個 人

の 経済 力 を背 景 と した教 養 旅行 の習 慣 が あ り,そ の 際 集 め られ た物 が多 く寄 贈 され て

い る。 戦 後,こ の経 済 的 バ ックボ ー ンが失 わ れ る とい う社 会 変 化 によ って,そ の 後収

集 さ れ た もの は一毅 と少 な くな った。 また アイ ヌ に対 す る興 味 が 高 か った事 に も よ っ

て い る。 第二 次大 戦 後 は,専 門家 に よ る収 集 だ け が少 々続 いて い るにす ぎな い 。

 ⑧ 日本 の アイ ヌ ・コ レク シ ョ ンと比 較 して,ヨ ー ロ ッパ に は時代 的 に古 い物 が数

多 く存 在 す る。 大 シ ーボ ル トや プ ロ ムホ フの コ レク シ ョ ンは,そ の一 例 で あ る。 小 シ

ーボ ル トは じめ明 治 時代 の学 者 ・旅 行 者 が そ れ に続 く
。

 ④ 樺 太 ア イ ヌの コ レク シ ョ ンが 多 い。 ヨー ロ ッパ に残 さ れて い る物 の半 数 以 上 が,

樺 太 ア イ ヌの もの で あ る。 これ は,日 露 戦 争 前 の 樺太 は帝 政 ロ シ ァ領 で あ った た め,

ヨー ロ ッパ 人 が 比 較 的頻 繁 に調 査 に 出 か け たた あで あ ろ う。 北 海 道 ア イ ヌの物 に 関 し

て は,人 口密 度 が 高 い胆 振,日 高地 方 の ものが 多 い。 千 島 ア イ ヌの もの は極 めて 稀 で ,

ベ ル リ ン,ラ イ デ ン とパ リに現存 す る の みで あ る(写 真1)
。

 ⑤ 多 くの コ レク シ ョンに詳 しい資 料 が 添付 され て い る。 中 に は方 言 の名 称 も書 か

れ て お り,ま た コ レク シ ョ ンの 幅 の広 さか ら言 って も非 常 に貴 重 な資 料 で あ る。 アイ

ヌ研究 に は欠 か せ な い資 料 が多 く,こ れ らは 同時 に,日 本 で は もはや 分 らな くな って

い る もの を明 らか にす る の に役 に立 つ と思 われ る(写 真1,2,17-20)。
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          表6 ヨー ロ ッパ 各 博物 館 保 管 の ア イ ヌ ・コ レク シ ョ ン

国/博 』物 館
目録上
標本数

現

確

  存
ないし
  認

1.ド イツ連邦共和国(西 ドイ ツ)

1.Berlin, Museum fUr V61kerkunde 783点 608点
ベル リン国立民族学博物館

2.Bremen, Uberseemuseum 274点 228点

ブレーメ ン市立海外博物館

3.Darmstadt, Hessisches Landesmuseum 7点 7点

ダ ル ム シュ タ ッ ト,ヘ ッセ ン州立 博 物 館

4.Frank蝕rt, Museum簡V61kerkunde' 108点 68点
フランクフル ト市立民族学博物館

5.Freiburg, Museum far V61kerkunde 82点 73点
フライブルク市立民族学博物館

6.Fulda, Franziskaner-Missionsverein 1点 0点
フルダ,聖 フランシス コ伝道協会

7.G6ttingen, Institut und Sammlungen fUr V61kerkunde 1点' 1点
der Universit乞t

ゲ ッチ ンゲ ン大学民族学研究所付属 コレクション

8.Hamburg, Museum fαr V61kerkunde 795点 771点
ハンブルク市立民族学博物館

9.Heidelberg, v61kerkundemuseum der J. und E. von 5点 5点
Portheim-Stiftung
ハ イデ ルベ ル ク,J.とE,ボ ル トハ イム財 団 民 族 学 博物 館

10.Hildesheim, R6mer-Museum 37点 0点
ヒル デ スハ イム,市 立 レー マー 博物 館

11.Kie1, Museum f嚢r Vδ1kerkunde der Universit蓋t 3点 2点
キール大学民族学博館物

12.K61n, RautenstrauchJoest-Museum fUr V61kerkunde 247点 202点

ケルン市立民族学博物館

13.Kre琵ld, Deutsches TextiImuseum 1点 1点

ク レー フェル ト,ド イ ッ織物 博 物 館

14,LObeck, Museum fUr V61kerkunde 46点 6点

リューベ ック市立民族学博物館

15.Mannheim, V61kerkundliche Sammlungen im Reiss一 2点 2点
Museum

マ ンハイム市立 ライ ッス博物館民族学部門

16.Marburg, V61kerkundliche Lehrsammlung des V61ker一 36点 27点
kundlichen Seminars der Philipps-Universitat

マールブルク大学民族学研究所付属 コレクシ ョン

17.M赴nchen, Deutsches Museum 2点 2点
ミュ ンヘ ン,ド イ ツ博物 館

18.MUnchen, Staatlicbes Museum fUr V61kerkunde 77点 74点
ミュンヘ ン,バ イエル ン州立民族学博物館

19.Haus Neuerburg 4点 0点

ノ イア ー ブ ル ク ・コ レク シ ョン

20.NeumUnster, Textilmuseum 1点 0点
ノ イ ミュ ンス タ ー,織 物 博 物 館

21.Narnberg, Naturhistorische Gesellschaft 2点 2点
ニ ュー ル ンベ ル ク,自 然科 学 協会

22.Stuttgart, Linden.Museum 164点 132点

シュ ッ ッ トガ ル ト,州 立 リ ンデ ン博 物 館

1a・ ドイツ民主主 義共和国(東 ドイツ)

1.Dresden, Staatllches Museum fUr V61kerkunde 93点 56点
ドレスデ ン,国 立民族学博物館1)
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国/博 物 館 目録上標本数 現 存
ないし
確 認

2.Leipzig, Museum fUr V61kerkunde ? 5+α 点
ライプチ ヒ,民 族学博物館

1b。 現 ポ ー ラ ン ド統 治 下

1.Breslau 3点 0点
プ ロ ツワ フ

2・ オー ス トリア

1,Wien, Museum fUr V61kerkunde 230点 200点
ウィー ン,国 立民族学博物館

2.Wien, Institut f丘r Japanologie der Universitat 10点 8点
ウィー ン大学 日本文化研究所付属 コレクシ ョン

3.ス イ ス

1。Base1, Museum fαr V61kerkunde 73点 70点
バーセル国立民族 学博物館

2.St. Gallen, Historisches Museum 67点 54点
ザ ンク ト・ガ レン市立歴史博物館

3.Z貢rich, Museum fUr V6量kerkunde 76点
'59点

チュー リヒ大学付属民族学博物館

4.オ ラ ンダ

1.Amsterdam, Museum voor de Tropen 3点 3点
アムステルダ ム熱帯博物館

2.Leiden, R菊ksmuseum voor Volkenkunde ユ67点 157点
ライデ ン,国 立民族学博物館

5.デ ンマ ー ク

1.Aabenraa Museum 2点 2点
アー ベ ンロ ー博 物 館

2.Aarhus, Forh三storisk Muscum Moesgard ユ26点 126点
オ ー フ ース,モ ェス ガ ー ト先 史 博 物館

3.Kのbenhavn, NationaImuseet 112点 110点
コペ ンハ ー ゲ ン,国 立 博 物 館

6.ノ ル ウ ェ ー

1.Universiteti Oslo, Etnogra丘sk Museum 36点 32点
オスロ大学付属民族学博物館

7.ス ウ ェー デ ン

1.G6teborgs Etnogra丘ska Museunl 6点 6点
ゲーテボル ヒ,民 族学博物館

2.Stockholm Etnograβska Museet 420点 420点
ス トックホルム,民 族学博物館

8.ポ ー ラ ン ド

1.Krak6w, Muzeum Etnogra負cze 1点 1点
クラクフ,民 族学博物館

9・ チ ェ コ ス ロバ キ ア

1.Praha, Mprstek Museum 1点 1点
プラハ,ナ プルステク博物館

10.ハ ン ガ リー

1.Budapest, Ferenと ・Hopp Museum 14点 11点
ブダペス ト,フ ェレンチ ・ポ ップ東洋美術館

2.Budapest, Nepr勾zi M丘zeum

 ブダ ペ ス ト,国 立 民 族 学博 物 館

313点 158点
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一

国/博 物 館 目録上標本
数

現 存
ない し
確i認

11.ル ー マ ニ ア

1.Bukuresti, Nationalmuseum 6点 0点
ブカレス ト,国 立博物館

12.イ タ リア

1.Firenze, Museo Nazionale di Antropologia e Etnologia 498点 498点
フィレンツェ,国 立人類学 ・民族学 博物館

13・ バ チ カン市 国

1.Monumenti, Musei e GalIerie Ponti丘ce, Museo Missionario 29点 26点
法王立博物館,伝 道博物館

14.フ ラ ンス

1.Besangon ? 2+α 点
ベ サ ン ソー

2,Paris, Mus6e de l,Homme 182点 142点
パ リ,人 類学博物館

15.イ ギ リス

1.Cambridge, Un三versity Museum of Archaeology and 8点 8点
Anthropology

ケンブリッジ大学付属考古学入類学博物館

2.Edinburgh, The Royal Scott語h Museum 138点 137点
エ デ ィ ンバ ラ,ス コ ッ トラ ン ド王 立 博 物館

3.Exeter, Royal Albert Memorial Museum 18点 18点
エ クセ ター,王 立 ア ルバ ー ト記念 館

4.Liverpool, Merse)唱ide County Council 81点 76点

リバ プー ル,マ ー セ イ サイ ド郡 博 物 館

5.London, British Museum-Museum of Mankind 245点 220点
ロンドン,大 英博物館一人 類博物館

6.London, Horniman Museum and工ibrary 47点 8点
ロ ン ドン,ホ ー ニ マ ン博 物 館

7.London, Victoria a点d Albert Museum 1点 1点
ロ ン ドン,ビ ク トリア ・ア ン ド ・ア ルバ ー ト美 術館

8.Ox飴rd, Pitt-Rivers-Museum 322点 147点

オ ックス フ ォー ド,ピ ッ ト ・リバ ス博 物 館

1)白 老民族資料館の岡田路明氏の調査による
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ヌ文化』における特別公開講演の内容をもとに して書 き直 した中間報告である。北海道大学の朝

倉利光教授,村 崎恭子教授,岡 田宏明教授 に感謝の意 を表わすとともに,調 査研究 の援助を して

下さ った ドイツ学術振興会(DFG)と トヨタ財団に も,こ こに改めて感謝の言葉を述べ る次第で

ある。この調査研究にはボン大学助手のHans-Dieter OlschlegerとMichael St6verが 最初 か ら

参加 し,白 老アイヌ民族博物館学芸員岡田路明氏に も判定段階で四ケ月協力 していただいた。

 また,ヨ ーロ ッパ各博物館の責任 ・担当者の方 々にお世話にな ったことも合わせて感謝いた し

ます。
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